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研究成果の概要（和文）： 

周波数弁別能の低下は、感音難聴患者が雑音によって音声聴取を著しく妨げられる大きな要

因の一つである。今回、マウスの蝸牛神経複合電位測定により、周波数選択性が評価できるこ

とを明らかにし、また聴力閾値の低下に先行する可能性を示した。さらに大脳聴覚野の周波数

マップをフラビン蛋白イメージング法を用いて作成した。 

 

研究成果の概要（英文）： 
 Deterioration in frequency discrimination is one of the major factors contributing to 
inability to language discrimination. For accessing these problem, we firstly conducted 
establish of measuring frequency selectivity by measuring the compound action 
potential of auditory nerve using mice. Second, we investigated frequency tonotopisity 
in mice by imaging technique. 
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１．研究開始当初の背景 

周波数弁別能の低下は、感音難聴患者が雑

音によって音声聴取を著しく妨げられる大

きな要因の一つである。中枢から top-down

に情報を伝える遠心性経路は、最も末梢レベ

ルのオリーブ核蝸牛神経束以外は不明な点

が多い。近年、遠心性経路の基点である大脳

聴覚野の特定周波数領域を電気的に刺激す

ることにより、聴覚野と同じ特徴周波数を持

つ神経同調曲線の tip が鋭くなり、周波数選

択性が改善する可能性が、下丘や蝸牛神経核

の単一神経からの細胞外記録で得られた生

理学研究で示唆されている。 
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２．研究の目的 

マウスの大脳聴覚野の tonotopic organiza- 

tion（周波数マップ）に基づいた特定の領域

を電気刺激することにより、遠心性経路を利

用した周波数選択性の改善が得られるかに

ついて聴覚心理学的評価法であるノッチ雑

音法を蝸牛複合電位測定に用いて検討し、感

音難聴患者のより良い補聴に貢献する方法

を基礎的に検討する。 

 

３．研究の方法 

 CBA/CAJ マウスを用い、蝸牛骨胞に小孔を

作成し、同部より正円窓に設置した銀ボール

電極より蝸牛神経複合電位（compound action 

potential; CAP）測定を行った。 

 また、CBA/CAJ マウスの左側聴覚野の反応

をフラビン蛋白蛍光イメージング法により

測定し、周波数マップ (tonotopical organi- 

zation)を作成した。 

 

４．研究成果 

CAPと心理物理学的な聴覚周波数分解能の

測定方法であるノッチ雑音法 (notched-noise 

method) を組み合わせた聴覚フィルタ形状の

測定を行い、マウスの動物行動学的測定法で

得られた聴覚フィルタの形状（Mayら, 2007）

と相関する結果が得られた。さらに聴力閾値

の低下に先立ち、周波数選択性が低下する可

能性が示唆された。 

一方、フラビン蛋白蛍光イメージング法に

より、前聴覚野並びに一次聴覚野で周波数の 

tonotopical organization が得られた。しかし、

遠心系刺激による選択性の評価を行うには

分解能が粗く、二光子蛍光顕微鏡などを用い

た神経細胞レベルでの評価が必要と思われ

た。 
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